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電波銀河のローブは、活動銀河中心核から噴出するジェットの終端に広がる強力シンクロトロン電波源であ
る。そこにはジェットによって供給された大量の相対論的な電子と磁場が存在している。これらの電子と磁場の
エネルギー密度を精密に測定し、その大小関係を系統的に調査することは、ジェットの形成や電波ローブの進化
などを明かにするための重要な手がかりとなる。ローブ中の電子は、宇宙マイクロ波背景放射の光子を逆コンプ
トン (IC)散乱することでX線を放射する。したがって、ローブからの IC X線を検出して、その強度をシンクロ
トロン電波強度と比較すれば、ローブ中の磁場と電子のエネルギー密度を独立に求めることができる。しかし、
このような IC X線は表面輝度が小さく非常に検出が困難であった。
我々は、X線観測衛星「あすか」によって南天に存在する明るい電波銀河 Fonarx Aのローブから世界で初め

て IC X線を検出（Kaneda et al. 1995 ApJL）して以来、「あすか」衛星やChandra衛星などを駆使して、約 10
個程度の電波銀河のローブから IC X線をとらえることに成功してきた。その結果、一般に (1) 電子のエネルギー
密度は磁場のエネルギー密度を 10倍程度凌いでいること、(2) ローブ中の電子の全エネルギーは活動中心核の X
線ルミノシテーィに非常によく比例しているが、磁場の全エネルギーは中心核の活動度にはよらずにほとんど一
定であること、(3) 電子はローブ中をほぼ一様な密度で満たしているのに対して、磁場はローブの周辺に向かって
強まる傾向にあること、などの非常に重要なことがわかってきた。
本講演では、以上のような我々の観測結果の総まとめを行なう。


